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講義コード 講義科目名（正式） 副題 単位 講義期間 担当教員名（代表者のみ） 備考

U810100101 哲学Ａ 哲学の初歩 4 通年 中川　明博

U810100102 哲学Ｂ 哲学の問いへの招待 4 通年 戸谷　洋志

U810100103 哲学Ｃ
理性と非理性―身体.知覚.時
間.他者.言語

4 通年 伊藤　泰雄

U810103101 論理学 論証の分析と評価 4 通年 三平　正明

U810104101 西洋倫理学史 4 通年 渡邊　裕一

松波　直弘 第１学期

宮本　郷史 第２学期

U810106101 現代思想 出来事から考える現代思想 4 通年 太西　雅一郎

U810107101 科学の考え方 科学哲学への誘い 4 通年 荒磯　敏文

U810108101 思想史 人権思想の歩み 4 通年 下川　潔

U810109101 応用倫理学 4 通年 山本　圭一郎

U810110101 中国の思想と文化 4 通年 小野　泰教

U810200101 言語と文化Ａ 4 通年 斉木　美知世

U810200102 言語と文化Ｂ 日本語コミュニケーション研究 4 通年 新井　保裕

U810201101 比較文学 小泉八雲の「怪談」を読む 4 通年 南條　竹則

U810202101 芸術学 4 通年 太田　みき

U810203101 舞台・映像芸術Ａ 舞台芸術の様々な視点 4 通年 多和田　真太良

U810203102 舞台・映像芸術Ｂ 4 通年 彦江　智弘

U810204101 日本美術史Ａ 日本美術史入門 4 通年 庵原　理絵子

U810204102 日本美術史Ｂ 日本美術の魅力を知ろう 4 通年 三戸　信惠

U810205101 西洋美術史 4 通年 久保寺　紀江

網野　公一 第１学期

豊永　聡美 第２学期

U810207101 日本の伝統芸能Ａ
―理論と実演から芸能を学ぶ
―

4 通年 藤澤　茜

U810207102 日本の伝統芸能Ｂ
―理論と実演から芸能を学ぶ
―

4 通年 藤澤　茜

U810300101 法学 憲法入門 4 通年 福井　康佐

U810302101 政治学 日本政治と政治学の入門講義 4 通年 黒澤　良

U810303101 社会学（基礎教養科目）
主体・社会参加・技術からみる
社会学

4 通年 柴田　邦臣

U810400101 イスラム世界 4 通年 橋爪　烈

大西　克典 第１学期

香坂　直樹 第２学期

U810402101 東アジア世界
映像が語る日本・中国そしてア
ジア

4 通年 井上　隆史

U810403101 南アジア世界 4 通年 小嶋　常喜

U810404101 神話学講義 4 通年 平藤　喜久子

U810105101 東アジアと日本の倫理思想 4 通年

4 通年U810206101 音楽史

U810401101 ヨーロッパ世界 4 通年
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16～17世紀の日欧交流史と戦
間期の日本外交

杉森　哲也 第１学期

千葉　功 第２学期

ローマ共和政末期の政治と市
民

長谷川　奏 第１学期

丸亀　裕司 第２学期

U810407101 宗教の現在Ａ 宗教情報リテラシーを培う 4 通年 林　東洋

U810407102 宗教の現在Ｂ 現代日本の宗教事情 4 通年 加藤　みち子

U810500101 現代科学 科学の不思議と面白さ 4 通年 平野　琢也

U810501101 数学 文系のための微分積分学 4 通年 東海林　まゆみ

U810503101 時間・空間・物質の科学 4 通年 菅本　晶夫

U810504101 環境・エネルギーの化学 生命・環境・エネルギーの化学 4 通年 増田　万里

U810600101 心理学Ａ こころの働きと行動について 4 通年 小方　涼子

U810600102 心理学Ｂ -心理学的「こころ」の見方- 4 通年 風間　文明

U810600103 心理学Ｃ 4 通年 桑名　俊徳

U810600104 心理学Ｄ 他者理解と人間関係の心理学 4 通年 濱村　良久

U810600105 心理学Ｅ
日常生活を心理学的に読み解
く

4 通年 明石　聡子

U810601101 スポーツと健康を考える 4 通年 羽田　雄一

U810602101 スポーツ科学演習
スポーツを多面的、科学的に
分析する

4 通年 佐藤　陽治

岡野　浩 第１学期

島田　健太郎 第２学期

島田　健太郎 第１学期

岡野　浩 第２学期

U810703101 福祉Ａ 考え、そして行動する福祉 4 通年 岡野　浩

U810703102 福祉Ｂ 考え、そして行動する福祉 4 通年 岡野　浩

U810704101 ボランティア論 4 通年 長沼　豊

U810706101 記録保存と現代 アーカイブズ論への招待 4 通年 保坂　裕興

U810802101 インターンシップと仕事経験
経験学習をキャリア・デザイン
に活かす

2 通年 山崎　京子

U810900101 近代日本と学習院 4 通年 千葉　功

U810101101 美とロゴス 2 第１学期 酒井　潔

U810301101 日本国憲法Ａ 2 第１学期 神尾　将紀

U810301102 日本国憲法Ｂ 2 第１学期 神尾　将紀

U810301103 日本国憲法Ｃ 2 第２学期 神尾　将紀

U810305101 金融リテラシーとライフデザイン 人生とお金の知恵について 2 第２学期 清水　順子

U810505201 生物学１ 2 第１学期 松田　良一

U810505301 生物学２ 2 第２学期 安部　洋

U810701501 エコロジー（環境問題の基礎） 2 第１学期 内山　勝久

U810701601 エコロジー（環境問題とエネルギー） 2 第２学期 宮川　努

U810705201 ジェンダーと文化１ 2 第１学期 竹﨑　一真

U810705301 ジェンダーと文化２ 2 第２学期 竹﨑　一真

通年4歴史に見る日本U810405101

U810700102 生命論Ｂ 4 通年

通年4歴史に見る世界U810406101

U810700101 生命論Ａ 4 通年
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U810707101 記録管理と組織 2 第２学期 下重　直樹

U810708101 生活と法 社会生活・個人生活と刑事法 2 第１学期 岩下　雅充

U810709101 アジアを学ぶ 東アジア研究と学習院 2 第１学期 海老根　量介

U810800101 日本語表現法Ａ 2 第１学期 富澤　萌未

U810800102 日本語表現法Ｂ 2 第２学期 富澤　萌未

U810800103 日本語表現法Ｃ 意見文とレポート作成 2 第１学期 吉田　美登利

U810800104 日本語表現法Ｄ 意見文とレポート作成 2 第２学期 吉田　美登利

U810800105 日本語表現法Ｅ 文章力を身につける 2 第１学期 青木　祐子

U810800106 日本語表現法Ｆ 文章力を身につける 2 第２学期 青木　祐子

U810800107 日本語表現法Ｇ 2 第１学期 松岡　千賀子

U810800108 日本語表現法Ｈ 2 第２学期 松岡　千賀子

U810801201 キャリア・デザインⅠＡ 大学期のキャリアを意識する 2 第１学期 山崎　京子

U810801202 キャリア・デザインⅠＢ 大学期のキャリアを意識する 2 第１学期 平林　正樹

U810801203 キャリア・デザインⅠＣ 大学期のキャリアを意識する 2 第１学期 平林　正樹

U810801204 キャリア・デザインⅠＤ 大学期のキャリアを意識する 2 第２学期 山崎　京子

U810801205 キャリア・デザインⅠＥ 大学期のキャリアを意識する 2 第２学期 平林　正樹

U810801301 キャリア・デザインⅡＡ
社会とつながるキャリアを意識
する

2 第１学期 山崎　京子

U810801302 キャリア・デザインⅡＢ
社会とつながるキャリアを意識
する

2 第１学期 山崎　京子

U810801303 キャリア・デザインⅡＣ
社会とつながるキャリアを意識
する

2 第２学期 山崎　京子

U810801304 キャリア・デザインⅡＤ
社会とつながるキャリアを意識
する

2 第２学期 平林　正樹

U810801305 キャリア・デザインⅡＥ
社会とつながるキャリアを意識
する

2 第２学期 平林　正樹

U810801401 キャリア・デザインⅢＡ
自分の力で生きていくキャリア
を意識する

2 第１学期 平林　正樹

U810801402 キャリア・デザインⅢＢ
自分の力で生きていくキャリア
を意識する

2 第１学期 平林　正樹

U810801403 キャリア・デザインⅢＣ
自分の力で生きていくキャリア
を意識する

2 第２学期 山崎　京子

U810803101 アカデミック・スキルズ
大学での基礎となるスキルの
習得

2 第１学期 小川　彩子

U810804101
英語で学ぶ日本事情－文化・社会・
科学

2 第２学期 秋山　隆彦

U810603101 野外教育（実習） 能登半島一周サイクリング 2 集中（通年） 佐藤　陽治

U810712101 生命社会学
スタンフォード型:文理連携講
義で超高齢社会へチャレンジ

2 集中（第１学期） 阿形　清和

U810805101 海外語学研修 2 集中（通年） 山田　澄生

U810805201
海外フィールド研修（欧州・日本研
究）

2 集中（通年） 小林　立明

U810805301 海外フィールド研修（東アジア研究） 2 集中（通年） 小林　立明

U810805401
海外フィールド研修（国際環境協力
研究）

GCA黄土高原 2 集中（通年） 伊藤　真実子
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授　業　科　目
法学部 経済学部 文　学　部 理学部 国際社会科学部

法学 政治 経済 経営 哲学 史学 日文 英文 ド文 フ文 心理 教育 物理 化学 数学 生命
科学 国際社会科学

哲
学
・
思
想

哲　　　　　学  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

美 と ロ ゴ ス   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

論　　理　　学  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

西洋倫理学史  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

東アジアと日本の倫理思想   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

現　代　思　想   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

科学の考え方   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

思　　想　　史  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

応 用 倫 理 学   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

中国の思想と文化   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

文
学
と
芸
術
文
化

言 語 と 文 化   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

比　較　文　学   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

芸　　術　　学  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

舞台・映像芸術  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

日 本 美 術 史  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

西 洋 美 術 史  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

音　　楽　　史  ○  　  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

日本の伝統芸能  ○  　  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

社
会
科
学
の
基
礎

法　　　　　学   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

日 本 国 憲 法   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

政　　治　　学   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

社　　会　　学   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

経　　済　　学  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

金融リテラシーとライフデザイン  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

歴
史
と
地
域
文
化

イスラム世界   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

ヨーロッパ世界  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

東アジア世界   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

南アジア世界   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

神 話 学 講 義   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

歴史に見る日本  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

歴史に見る世界  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

宗 教 の 現 在  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
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養
科
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Ⅳ

授　業　科　目
法学部 経済学部 文　学　部 理学部 国際社会科学部

法学 政治 経済 経営 哲学 史学 日文 英文 ド文 フ文 心理 教育 物理 化学 数学 生命
科学 国際社会科学

自
然
科
学
の
基
礎

現　代　科　学  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
数　　　　　学  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    ○　　
歴史の中の数学  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
時間・空間・物質の科学  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
環境・エネルギーの化学  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
生　物　学　 1  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○　　
生　物　学　 2  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○　　

心
と
身
体

心　　理　　学  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
スポーツと健康を考える  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
スポーツ科学演習  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
野外教育（実習）  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

現
代
の
課
題

生　　命　　論  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
エコロジー（環境問題の基礎）  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○   ○  ○ ○　　
エコロジー（環境問題とエネルギー）  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
福　　　　　祉   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
ボランティア論   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
ジェンダーと文化 1  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
ジェンダーと文化 2  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
記録保存と現代  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○　　
記録管理と組織  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
生　活　と　法   ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
生 命 社 会 学  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
アジアを学ぶ  　  　  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ス
キ
ル

日本語表現法  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
キャリア・デザインⅠ  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
キャリア・デザインⅡ  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
キャリア・デザインⅢ  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
インターンシップと仕事経験  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
アカデミック・スキルズ  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○
英語で学ぶ日本事情-文化・社会・科学  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○ ○　　
海外語学研修  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
海外フィールド研修（欧州・日本研究）  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
海外フィールド研修（東アジア研究）  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
海外フィールド研修（国際環境協力研究）  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○   ○  
海外フィールド研修（北米・日本研究）  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○   ○

自
校
史

近代日本と学習院      ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○   ○  ○　　

【備考】
１ ．履修上の注意、当該年度開講科目については当該年度の総合基礎科目シラバスを参照すること。
２．同一の授業科目は重複履修できない。
３．例外として、「哲学Ａ、Ｂ、Ｃ」のように複数開講されている科目は、重複して履修することが可能であるが、卒業に必
要な単位に算入されるのは、そのうちの １科目のみである。それ以外の科目は随意科目となる。



Ⅳ　基礎教養科目

平成29年度以前入学者　複数学部共通の基礎教養科目一覧表

国際社会科学部

法学 政治 経済 経営 哲学 史学 日文 英文 ド文 フ文 心理 教育 物理 化学 数学
生命
科学

国際社会科学

哲 学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

美 と ロ ゴ ス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

論 理 学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 洋 倫 理 学 史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東アジアと日本の倫理思想 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現 代 思 想 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

科 学 の 考 え 方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

思 想 史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

応 用 倫 理 学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中国の思想と文化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

言 語 と 文 化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

比 較 文 学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

芸 術 学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

舞台・映像芸術 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日 本 美 術 史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 洋 美 術 史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

音 楽 史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本の伝統芸能 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

法 学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日 本 国 憲 法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1

下表の○印は、当該学科の所属学生が、これらを履修して卒業に必要な単位に算入できることを表す。

文
学
と
芸
術
文
化

社
会
科

哲
学
・
思
想

文　学　部 理学部

なお、○印のない科目を履修することは可能であるが、卒業に必要な単位とは認められないので注意すること。

法学部 経済学部
授　業　科　目

政 治 学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社 会 学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経 済 学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

金融リテラシーとライフデザイン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イ ス ラ ム 世 界 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨーロッパ世界 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東 ア ジ ア 世 界 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南 ア ジ ア 世 界 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神 話 学 講 義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

歴史に見る日本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

歴史に見る世界 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宗 教 の 現 在 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現 代 科 学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

数 学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

歴史の中の数学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生 物 学 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生 物 学 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

心 理 学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

科
学
の
基
礎

歴
史
と
地
域
文
化

野外教育（実習）

心
と
身
体

時間・空間・物質の科学

環境・エネルギーの化学

自
然
科
学
の
基
礎

スポーツと健康を考える

スポーツ科学演習



国際社会科学部

法学 政治 経済 経営 哲学 史学 日文 英文 ド文 フ文 心理 教育 物理 化学 数学
生命
科学

国際社会科学

生 命 論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福 祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ボランティア論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

記録保存と現代 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

記録管理と組織 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生 活 と 法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生 命 社 会 学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ア ジ ア を 学 ぶ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本語表現法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海 外 語 学 研 修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【備考】
履修上の注意、当該年度開講科目については当該年度の総合基礎科目シラバスを参照すること。

文　学　部 理学部

ジェンダーと文化2

現
代
の
課
題

授　業　科　目
法学部 経済学部

エコロジー(環境問題の基礎)

エコロジー(環境問題とエネルギー)

ジェンダーと文化１

ベ
ー

シ
ッ

ク
・
ス
キ
ル 海外フィールド研修（欧州・日本研究）

海外フィールド研修（東アジア研究）

海外フィールド研修（国際環境協力研究）

海外フィールド研修（北米・日本研究）

英語で学ぶ日本事情‐文化・社会・科学

キャリア・デザインⅠ

キャリア・デザインⅡ

キャリア・デザインⅢ

インターンシップと仕事経験

アカデミック・スキルズ

近代日本と学習院
自
校
史

1．履修上の注意、当該年度開講科目については当該年度の総合基礎科目シラバスを参照すること。

同一の授業科目は重複履修できない。

４．各学部・学科の履修規定およびガイダンスに従って履修すること。

　

10．平成２６年度までに「生物学」の単位を修得した学生は、「生物学１（半期２単位）」および「生物学２（半期２単位）」
　　を履修することはできない。

11. 国際社会科学部の学生については、平成28年度入学者に遡って「キャリア・デザインⅡ（半期２単位）」、「キャリア・デ
　　ザインⅢ（半期２単位）」および「インターンシップと仕事経験」を履修して卒業に必要な単位に算入することができる。

12．平成２９年度までに「ジェンダーと文化」の単位を修得した学生は、「ジェンダーと文化１（半期２単位）」および「ジェン
　　ダーと文化２（半期２単位）」を履修することはできない。

例外として、「哲学A、B、C」のように複数開講されている科目は、重複して履修することが可能であるが、卒業に必要な
単位に算入されるのは、そのうちの1科目のみである。それ以外の科目は随意科目となる。

1．

2．

3．

５．平成２４年度に「アジアを学ぶ（通年４単位）」の単位を修得した学生は、「アジアを学ぶ（半期２単位）」を修得するこ
　　とはできない。

６．平成２７年度までに「キャリア・デザイン概論（半期２単位）」の単位を修得した学生は、「キャリア・デザインⅠ（半期
　　２単位）」を履修することはできない（「キャリア・デザインⅡ」及び「キャリア・デザインⅢ」は履修できる。下記履修
　　可能対応表参照）。

７．平成２７年度までに「経営学特殊講義（キャリアデザイン）」の単位を修得した学生は、「キャリア・デザインⅡ（半期２
　　単位）」を履修することはできない（「キャリア・デザインⅠ」及び「キャリア・デザインⅢ」は履修できる。下記履修可
　　能対応表参照）。

８．平成２６年度までに「アカデミック・スキルズ（個別指導重視型）（半期２単位）」および「アカデミック・スキルズ（講
　　義型）（半期２単位）」の単位を修得した学生は、「アカデミック・スキルズ」を履修することはできない。

９．平成２６年度までに「美とロゴス(通年4単位）」の単位を修得した学生は、「美とロゴス（半期２単位）」を履修すること
　　はできない。

 ≪キャリア・デザイン科目履修可能対応表≫ 

単位修得年度 下記授業の単位修得者について 

2016 年(平成 28 年)以降 

基礎教養科目≪半期≫ 

キャリ

ア・デザ

インⅠ 

キャリ

ア・デザ

インⅡ 

キャリ

ア・デザ

インⅢ 

2010～2015 年 

(平成 22～27 年) 

「キャリア・デザイン概論」≪半期≫ × 〇 〇 

「経営学特殊講義（キャリアデザイン）」≪半期≫ 〇 × 〇 
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